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<研究概要>

A)表情コミュニケーションについての実験心理学的研

究

佐藤弥

表情や視線による対人コミュニケーションにおける

情報処理過程を,反応記録 ･ビデオ録画 ･筋電図計測な

どにより検討した.定型発達者および発達障害者を対

象とした.

Jl)衷情コミュニケーションについての神経科学的研究

佐藤弥

-Jilf'Iや視線による対人コミュニケーション課題を遂
行中の神経活動を,fMRI･深部脳波などを用いて計測し

た.

C)チンパンジーとヒトの比較認知発達研究

林炎iLi,竹下秀子 (滋賀県立大学)

物の拙作や道具使用を認知発達の指標として用いて,

チンパンジーとヒトを直接比較する研究をおこなった.

il')木やカップを用いた課題を対面場面で実施し,操作
の旭松を分析し,直接比較をおこなった.
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千 (助教),森村成樹 (助教),野上悦子 (教務補佐員)

<研究概要>

A)チンパンジーの社会集団形成と環境エンリッチメン
トの推進

伊谷原-,友永雅己,藤滞道子,森村成樹,野上悦子,

成滞麻里(岐早大),楼庭陽子 (岐早大)

チンパンジー･サンクチュアリ･宇土 (csu)には76
個体のチンパンジーが飼Tfされている.雄のみのグル

ープが3兆団 (19個体),lli独飼'ffが15個体,単雄複雌

のグループが7弘田 (42個体 )となっている.より多く
の個体が社会生活を営むことができるように,CSUと寄
附講座が協同して複雄複雌典団づくりの構想を立ち上

げた.その基本的技術となる雄間の闘争甘理,視数ある

飼育スペースを巡回するように利用するローテーショ

ン飼育を実施した.チンパンジー各個体に対しては,

様々な刺激を定期的に与えるよう,曜日ごとに興なる
環境エンリッチメントをルーチン化した.行動視索に

よって,その効果を長期的に評価している.

B)加齢にともなう認知 ･身体運動機能の変化

藤揮道子,森村成樹 ,野上悦子

12-37才まで年齢が異なる維19個体を対象として,認
知機能や身体運動能力とその加齢による彩管を調べた.

ボタン押し課題,指さしの班卵,ジョイスティックを介

したコンピュータ一課股,天井につり下げた食物に接
近する移動方法を調べる回り道テストを突施した.いず

れの課題においても,加齢による理餌や機能の低下は

見られていない.一般に,チンパンジーにはヒトにみら

れるような老齢期が存在しないとされる.今後も,課題

を継続して実施し,加齢による変化の有無について検
討する.

C)睡眠の行動学的研究

藤滞道子,森村成樹,野上悦子

ヒトでは,加齢によって生活習慣は大きく変化し,特
に眠りの質や量は加齢の影響を強く受けるとされる.

チンパンジーの睡眠について,加齢の影響を検討した.

12-37才までの雄19個体を対象に,夜間行動を観察した.
睡眠は,横たわって動かない状態を行動指標とした.睡

眠行動は,安定して睡眠が継続する個体と夜間に頻繁
に起きあがるなどして睡眠が不安定な個体とがいた.

位年長の個体では,夜間に起きあがる頗皮が市いこと

が分かった.今後は,睡眠のFrや昼間の活動性について
も検討する.

D)血圧,耐糖能などの医学的側面についての分析

藤滞道子,野上悦子

ヒトの動脈硬化の危険因子である高血圧,耐糖能異

常,肥満等の基礎データの収集は,老化研究にとって不

可欠である.麻酔下で34個体の血圧測定,身体計測,血
液検査をおこなった.血圧はヒトの基準値より高かっ

たが,麻酔による影響が大きいと考えられ,血圧測定ト

レーニングを開始した.CSUのチンパンジーは,栄養良
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